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マリッジの困難||結婚情報サービス会員調査からーーー
大
瀧
〈婆旨〉
「結婚情報サービス」に対するほ抗感の恕由を検討し、結婚情報サービ
スが抱える樹難と可能性について考察する。そして結婚がどのように捉えられ、どうあ べきだと考えてられているのかを明らかにすることを目的
キ
i
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ディングアレンジド・マワツジ、必愛給矯イデオロギー、コンピュータ・コ
l
とする。
分析の結果、結婿情報サービスが抱える強難の符設には、
2
つのジレンマ
があった。お金を支払い、他省の介入を受けることを「必愛結婚」と従えていないために、入会してもしなくても「恋愛結婚」が得られないと感じていた。また、他の会員を一結婚出来ない人」と認識し しまうということと、同じサービスを利用している自分のプライドそ保持することとの開でジレンマに陥って 。日吋MMm
情報サービスは「数済的怠昧」を持っていると認識されるために、
逆に救済の意味が減 られていた。そこから、恋愛結婚が一自分の力で相手を見つける」 いう形で従えられており、「臼山な恋愛結婚」が強制されているという皮肉な状況 浮かび上が
107 アレンジド・マリッジの困難一一結婚情幸r1サービス会員調査から一一
はじめに
よく知られているように、戦前七割を占めていた見合い結婚は戦
後急激に減少し、
九六
0
年代後半に恋愛結婚と比率が逆転した
00
二)。九十五年以降の結婚
では恋愛結婚が九割近くを占めるのに対して、見合い結婚は一割を(国立社会保障・人口問題研究所下回っている。また未婚者が希望す 結婚形態についても恋愛結婚を望む割合が年々増加している。また未婚者が希望する結婚形態についても恋愛結婚を望む割合が年々増加している
Eo
しかし、一
十五
i
一一一十四歳の男女が独'身にとどまっている最も大きな理由とし
て「適当な相手にめぐり会わない」 挙げられているよう 、
そ
の
望みが常に叶えられているというわけではな 。
このような状況において、注目に値するのは未婚者に結婚相手を
紹介する結婚情報サービスである。唱通の調査によると、現在の結婚情報サービスに関する事業者数は、およそ一一一一OO社で、市場規模は約一一一OO億円と推定されている(川嶋他二OO )。結婚情報サ
i
ビス業界最大手であ O玄忽。の広告コピーは、「恋はどこかで待つている」「恋愛運を良くする方法、知ってる?」といった形で「恋愛」を強調している(オ
i
エムエムジ
i
二000)
。
そして、結婚
情報サービスに入会することで「恋愛結婚」が出来 と う点 アビールされている。
この広告戦略は、恋愛結婚が増加し恋愛結婚忘向が強まっている
108 
状況に対して適切に対応しているように見える。しかし、これまでの鵡資結果等を見る限り、結婚情報サービスに対する印象は良いものであると
い難い。たとえば、二OOO年に実施された調査で
は、男性 七
-O%、女性では八一・五%が、結婚情報サービス
に対して抵抗感を感じていた(結婚情報サービス協議会一一
000)
。
おそらく、
の中でも結婚情報サービス入会に挺抗感を感じてい
た人は少なくないだろう。結婚情報サービスは「恋愛」が出来ることをアピール・ポイントとすることで会員を募っており、会員もまたそれ 求めて入会して る。しかし、結婚情報サービスはにとって「恋愛」あるいは「恋愛結婚」として受け入れがたい要素も同時に持ち合わせてい のだと考えられ 。そこで本稿では「恋愛結婚」を求める彼らが、どのような理由か
ら「結婚情報サービスを利用し の結婚」に対して抵抗感を持っているのかを検討する。それによって、結婚清報サービスが拍え いる間難およびその可能性示す。また、
そこから結婚がどのように捉
えられ、どうあるべきだと考えてられているのかを明らかにすともに、現代に け 恋愛結婚イデオロギーについて考察する。
百
結婚情報産業と恋愛結婚
1.新しいアレンジド・マリツジの登場和泉莱伶によると、「結婚相手紹介業」「仲人業」と呼ばれるよう
るようになったのは戦後の構造的結婚難時代に
なってからのことである。そして、現在のようにコンピュータで性絡や相性の分析安行うという、いわゆる「結婚情報サービス」が日本に登場した は、恋愛結婚が優勢となった陸後
h川ωトい「
JF
十半、、こ
j
<
ffl
人ってからである。結熔紹介業者「アルトマン」は一九七三年から会員獲得を始め、
九八O
年には現在結婚情報サービス最大手となっ
ている「
O
玄玄
C」が設立された(和泉
九九四)。
恋愛結婚が鐙勢になっても「異性との出会
いの機会がない
にとって「救済
や
に恵まれなかっ
的意味」を持っていることから 見合い結婚がなくなるわけではないと指摘している。そして結婚情報産業を「新しい形態の見合い結
と位山一問、つけて、次のように述べている。
社会変動の激しい現代社会では、かつての仲人のように結婚
情報をもった側人は少なくなっている。そこで登場したのが、結婚 産業としての結婚相談所である。結婚相談所は、結婚にかんする情報告集中管理することによって、 の斡旋を能率的 行うものである。最近で 、
コンピュータやビデオなど
を活用して、横報を提供すると もに
アドバイザーによる指
導も行われている。また、情人的仲人とは違って、人情のしがらみに拘束さ ることがないなどの利点 あって、利用者も多
し、
九
九
七
) 
。
森岡らは結婚情報サ
i
ビスでの結婚を
)結婚」と捉えてい
るが、
では一体何が「恋愛結婚いであり、「見合い結婚」なのだろ
うか。結婚に関する実証的研究の内、
日本で最もよく知られている
ものの一つに、「現代の結婚||日米の比較』が挙げられる。
その
中で、ブラッドは「純粋な見合結婚」 特徴として「主導性や判断における他者依存」「伝統的な形式性」「婚前交際の欠如」「愛情の欠知」の四点を挙げている
sza
九六七
H
一九七八)。
結婚情報サービスでは、婚前交際を経てお互いに愛情を感じるこ
とが出来れば結婚に至る。また、いわゆる「 い結 」 ような「伝統的な形式性 も重視されていない。しかし、
コンピュータに
よるマッチングや、
アドバイザーによるカウンセリングなど、他者
によって主導されるという側面は持っている
つまり、「他者依存」
の性格を持つ点で「見合い結婚 に近いが、「伝統的な形式性」「前交際の欠如」「愛情の欠如」といプたいわゆる「見合い結婚」特徴を備えていない。したがって 伝統的な形式性に特徴づけられた「お見合いいを想像させる
い結婚」という表記は適切でな
いと考えられる。そこで、本稿では結婚情報サービス の結婚を新しいアレンジド・マリッジ
2
と呼ぶことにしよう。
z.
「恋愛結婚」の現在
「恋愛はその本質
t
、結纏とは樹立不能なものである」と、ルー
ジュモンが指摘しているように
(msmogo
毘
一九五九)、恋愛と結
婚が相区背反的な性格を持っていることは、多くの論者によって詰
109 一一アレンジド・ 7 1) ッジの困難一一結婚情報サービス会長調Eきから…一
られてきた。しかし近代以降、井上俊が詳縮に論じたように、反制度的性格・反社会的性格を持った恋愛と、社会秩序の根幹としての性実を持つ結婚の相互矛百が縮小し、両者を結びつける恋愛結婚イデオロギーによっ 「恋愛結婚」は生み出された。「恋愛結婚」は
や
のイメージを伴っており、
い結婚」よりも
価値の高いものであるという嵐潮が作り出された(井上
吋
'aιUJJ444
〆ハ》
一寸ノ
11
一一一}
山田昌弘は、恋愛結婚イデオロギーの特識として次の一一一点を挙げている。
(1)
「結婚したいかどうか」が基準となるため、恋愛して
いるかどうかがクリアになる。
(2)
恋愛は結婚へのプロセスとし
て位霞づけられる。
(3)
すべての結婚は恋愛結婚であるべきこと
が社会的通念にな (山田
九九問)。このように恋愛が結婚の前
提となる中で、恋愛結婚および恋愛結婚希望者は治加しており、恋愛結婚イデオロギーがなお維持・強化されていることが伺える。
恋愛関係を近代に特殊な関係であると考えたギ円アンズは、「純粋
な関係性」という理論を提起してい 「純粋な隠係性」と 、両者の合意のみによって成立し、
その合意が続く限りにおいて、存続
する関協のことである吉広円山刊誌
一九九二
H一九九五)。このような
関係性は、存続も解消も、個人の選択に委ねられていく。そのため、現在では親に反対されて結婚をやめたり 逆に相談して決めたりするといったこと 少江くなった。
つまり、個人の意思・選択によっ
て「自由」に恋愛結婚をすることが可能になってきて のであ
閣
誤査の報要
110 
1.
調査方法
調査の実施にあたり、結婚情報サービス協議会に調査協力を依頼
した。結婚椅報サービス協議会は、個人情報の保護やク
i
リングオ
フ制度などの自主規制を定める業界団体であり、
一九九O年に設立
された。現在、
O玄室。、サンマークライフクリエ
i
ション、
ツヴァ
ィ、
pa
結婚相談チェーンの間社が加盟しており、会員数合計は
約十四万人となっている。本調査は、結婚情報サービス協議会加盟会社で活動中の会員の内、01
四O歳の独身男女、一一OO一年四月
1
一一月までの
入金者を対象として
一一年七月に郵送法で実施中。れた。得加
盟会社の名簿に基づい
る会員を無作為に抽出し、未婚男
女間七二ハ名にアンケ
iトを郵送した。同収票八五三票の内、有効
票は八四九票で、有効回収率は一八・O%である
(3)O
2.
対象者の属性
分析対象となるのは男性三五一人(四
で、合計八四九人である。平均年齢は男性一一一一
-一一一%)、女性四九八人
(五八・七%)歳、女性一三・一一一歳で、年齢別の割合は、二
01A
一四議七・七%、
五
1
二九歳二六・mm%、三
01
一一一四歳一
-八%、三五
1
問。歳
-二%となっている。対象者の学際は、中学・高校卒二
匹i
%、専門学校卒
-一%、短大・高専卒一七・八%、大学・大学
院卒一
-八%となっており、収入については二OO万円未満
. 
五%、二
001
四OO万円未満一一一九・五%、
四001
六OO万円未
満三 ・一%、六
001
八OO万円未満九・O%、八OO万円以
k
二-六%だった。また、結婚情報サービスに入会してからの.ネ均会長期間は
五・二ヶ月となっており、期間別の割合は六ヶ月未満一
五・五%、六ヶ月以上
% 
一二ヶ月以上一八
一一ヶ月未満一一一二・
ヶ月未満一一
0
・八%、
一八ヶ月以上
@六%である。
w.
抵抗感とその理由
1.
基本的属性と抵抗感
まず、結婚情報サービスに対して抵抗感を感じた人がどのくらいいるのか、
一体どのような人たちが抵抗感を強く持っているのかを
見ておこう。表
l
は、抵抗感の有無と属性等の関連をクロス集計表
として示したものである。調査では「結婚情報サービスに入会するにあたり抵抗感はありましたか」という質問に対して 七・三 の人が抵抗感を感じた
(「非常にあった」「あった」)と答えた。男女
別に見ると抵抗感を持っていた人は、男性で五九・一%だったのに対して、女性では七三・一%となってい 特に「非常にあった」と答えた女性は
. 
%にのぼり、男性の八・九%と比べ際だつ
て大きな値となっていた。性別と抵抗感 有無には、
%水準で有
意な関連があり、男 に比べて女性の方が抵抗感を持ちやすい。次に、年齢および学肢 のクロス集計を行った 、関連は認められな
かった。ただし、学歴については男女で傾向が逆になっている点は興味深い。男性は学躍が高いと抵抗感のある人が多いが、反対に学肢の
い女性には抵抗感の低い傾向が読み取れる。この傾向は収入
と抵抗感の関連により鵠絡に表れて る。男性に限れば収入と抵抗感は有意に関連しており、収入の高い人ほど を持っている。逆に収入の多い女性では、抵抗感が少な 傾向が見られる。
つまり、
収入の低い男性は結婚しにくいという統計的事実 知 ているように、高収入男性は「 やす 」はずだからこそ結婚情報サ
i
ビスへの抵抗感が強い だと考えられる
きょうだい関係について検討した結果、長女、次女以下、次男以
下については、
いずれも七O%以上の人が抵抗感を感じていたのに
対して、長男のみ五五・五%と特に低 値となっていることが明らかになった。また女性についてのみ、同居者 有無と抵拭感が有意に関連してい 同居者のいる人では六七・四%、
人暮らしの人
では八一一・七%が挺抗感を感じていた。長 や同 いる女性で抵抗感が低いことの背景には、家族から結婚への圧力などイエの規範があるのかも知れない。最後に、結婚情報サービスでの結婚をどのように捉えているのか
と、抵抗感の関連についても見ておこう。本調査では、「結婚情報サービスを利用して出会った人との結婚は、どの結婚 形態に近と思いますか」という問いに対して、「見合い結婚に近い(間十六・一%)」「見合いでも恋愛でもない新しい形(
一・O%と「恋愛
結婚に近い
〆ヘ
一一・七%とという三つの阿茶選択肢を用意した。
アレンジド・マリソジの関難一一結婚情報サービス会長調蒼から一一111 
非常にあった
+あった
全体 ? 67.3% 
性別 (x 2=18.184 (d .f.=l) 、 V口 .146料)
男性 59.1% 
久性 73.1% 
(x 2=1.402 (d .f .o"2) 、 V=.04 1)
30 歳未満 64.796 35.3% 
30-35 歳未満 69.0% 31β% 
35 歳以上 68.4% 31.6% 
<男性のみ>学際 (x2=6.654 (d. f. =3) 、 V詰 138)
1):1学・高校卒 50.5% 49.5% 105 (人)
専門学校判長 55.9% 44.1% 68 (人)
短大・高等不 70β% 30.0% 10 (人)
大学・大学院ネ 65.3% 34.7% 167 (人)
〈久1主のみ>学歴 (x2=5.135 (d. f. =3) 、 V=.102)
[]:I学・高校卒 7:).3% 26.7% 
専門学校卒 80.3% 19.7% 
短大・高専卒 72.1% 27.9% 
;大学・大学院卒 68.4% 31.6% 
く労性のみ>Jjj(入 (x 2立7.103 (d .f出2) 、 V口.143つ
400 万円米j前 48.5% 51.5% 101 (人)
400-6∞万円未満 62.8% 37.2% 180 (人)
600 万円以上 66.2% 33.8% 68 (人)
<女性のみ>収入 (x2=.21 (d .f .=2) 、 V=.021)
400 万円未満 73.5% 26.5% 
400-600 万円未満 74.1% 25.9% 
600 万円以上 70.0% 30.0% 
きょうだし、 1M!係 (x2=24.625 (d .f.=3) 、 V出 .171料)
長男 55.5% 44.5% 
長女 73ρ% 26.1% 
次男以下 70.0% 30.0% 
tr.以下 71.3% 28.7% 
<労性のみ> Cx2出.494 (d. f.=l)、 V=.038)
一人暮らし 60.8% 39.2% 189 (人)
同局者あり 57.1% 42.9% 161 (人)
<女:性のみ> (x 2=13.822 (d .f.=l)、 V=.167料)
一人等らし 82.7% 17.3% 185 (人)
間際者あり 67.4% 32.6% 313 
結官邸辞世サーどスでの結婚の捉え方 (x2=8.329 (d.f出2) 、 V出.100つ
見合い結婚に近い 72.4% 27.6% 388 (人〉
新しいJf3 63.7% 36.3% 251 (人)
恋愛結婚に近い 62.3% 37.7% 199 
V は Cramer の V 係数、料は 1%水準、*は 5%水準で有;窓な値
を示す
信義性と結婚矯毅サーピスに対する抵抗慾のクロス主義計議
全くなかった
+あまりな均、った
32.7% 848 (人)
メ入ミZ二 J
仁コロ l
350 (ノ1，..)
498 (人〕
289 (人)
303 (人)
256 (人)
75 (人)
127 (人)
140 (人)
152 (人〉
表 1
40.9% 
26.9% 
クロス集計の結果、結婚情報サービスでの結婚を恋愛結婚と据えている人で最も抵抗感が小さく、逆に見合い結婚だと思っている人で最も大きかった。ここからは恋愛結婚規範の
大きさが伺え
る。以上本現では、収入など社会経済的指標の
のいる女性、結婚靖報サービスでの結婚を
強いこと、
い男性は抵拭感が
恋愛と考えている人は抵抗感が低いということを確認した。
347 (人)
116 (人)
30 
112 
256 (人)
356 (人)
90 (人)
136 (人)
2.
抵抗感安感じる理由
次に、本稿の
である結婚情報サービスに対して抵抗感を感じ
た理由について検討していきたい。ここではまず、抵抗感を感じた人が自由回答のなかで具体的にどう った語に
ているのかを
見ていく
7vo
頗出藍数の高い
には、
(1)
二「入会金」
「金額」「払う」といった費用安一不す言葉ゃ、
(2)
「友人」「閤盟」
「周り」「恥ずかしい」など時間に知られることに対する抵抗を示す
(3)
寸他の人は普通にお相手を見つけているのに、相手が臼
然にみつかちりないことを自分で認めるのに抵抗があったいという出答山内 見られるような、「自然」
「見つける」「見つかる」
など、自分の力、生活範到の中で自然に相手を見つけたい
ということに言及する言葉、
(4)
「入会されている方のイメージが
悪かった」「結婚指談所は、吋結婚したい人』より吋結婚できない
の
るところ・・・・の隊な暗いイメージ
のような回答併があるよ
うに、会良に対するイメ
i
ジの
る「イメ
i
ジ
i三結婚」
「入会」つ不安」といった言葉が挙げられる。
それぞれの語句がどういった形で使用されているのか、すべての
同答内容を線認し
で分類を行った。
「コスト」
といった刑訴が含まれているケ
i
スは
a費用がかかることへ
0) 
というカテゴリ、「恥ずかしいい
、色、コスノ、
a~
寸口Ht
ヘこれ山山
ラ41ML
一ん
xiflu
‘t
られる」「阪間体」といったことに
ている場合は《人に知ら
れること・恥ずかしさへの言及》というカテゴリに含めるという形で作業を進めた。その結果、表
2
のようなじつのカテゴリが作成主
れた。ただし、接数の盟由に
ている回答は、
のカテゴリ
に分類している。次項以務では、具体的に問答内容 触れながら、検討を進めていく。
3.恋愛結婚とお金のあいだ
他者の介入に対する挺抗感
表
2
に一ぶしたように、抵拭感を感じた現出
ったのは、
九
-e
‘%の人
ていた、
《おんぶ@費用がかかることへの一
λ
及》というものだった。結婚情報サービスでかかる平均的な賛市は、年間でおよそ
。万円か
ら問。万円となっており(川崎
決して安いとは
、i弘、
O
???
「入会金、
し、
し一
いとはいえなか
った為」などの凶答に見られるように、抵抗感を感じる嬰悶となっている。しかし回答内容を見ていくと、お金に一言及しているのは、援用のい
u向さのためだけ
ではないことが分かる。や会費など費用に
ている
同町
λげの中では、
にお金を
「将米のパートナーをお金で買う」
「お金を払っ
払うことについて
結婚情報サービスに抵抗感を感じた蕊砲号室 2
て、結婚相手を見つけるのに抵抗があっ 」といったことが述べら強い抵抗感がある が分かる。れており、結婚相手を捜すため お金をかけるということに対して
つまり、会員たちはお金を支払うということと、
や
つけることんが結びつくことに強く抵抗を感じているの
、ih
、
e
、、
? ? ? ?でふる。その窓昧で関連が深いと思われ ため、次に《他者 頼ら
への→一口投》カテゴリについて検討したい。
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」のカテゴリは三番目に多く、
-六%の人が挙げている。この
理由に一一品及している人の内、五一一・六%が結婚情報サービスでの結婚を「見合い結婚に近 」と考えていた。
つまり、結婚情報サ
i
ヒスでの出会いや悲愛、結婚を「島然の出会い」「普通の恋愛」「自然な恋愛結婚」ではないと捉えている。結婚晴報サービスでの結婚を「見合い結婚に近い」と答えた人たちは、特に「跨りには、恋愛で し が多い」「周囲は、こういう所に入らなくてもちゃんと恋愛をしている」「こう うものに頼らないと相手が見つけられな か・:と自分自身が清けなく思う」「普通の悲愛ができ いの 落ちこぼれのようで後ろめたといったネガティブな感情を経験し いる。また「人の世話がないと結婚相手が見つけ れ い不自然さ、お金 契約するところ」といったコメントも見られる。
つまり、
日常生活の中で知り合うこと
が「白川慨にであるのに対して、結婚情報サービス 利用は「不自然」であり 落ちこぼ
であるという意識が強い。以上のように、結
婚相手を探すために
を支払い、他者の介入を受けることに
対して、非常に強 抵抗を感じていることが分かる。
2 
「恋愛結婚」像の添離
彼らが準拠集団としているのは「開聞いで「普通で自然な恋愛結
婚」をしている人たちである。そのことは「世間同一般的に大多数が普通に恋愛結婚をしている。(結婚情報サービスを利用していないとと述べる会員がいることからも分か
つまり、恋愛結婚規範を強
く内面化しているからこそ、「恋愛結婚を買う」ために高額の費用
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を支払っているのである。
「恋愛結婚」を求めて入会するが、ここまで見てきたように、お
金を支判いうこと、他者の介入を受け入れることは、会員が求める「恋愛結婚」像とは異なるも として認識さ ている。恋愛結婚規範が強く「普通の恋愛」「自然な恋愛結婚」を望む彼らの中で、新しいアレンジド・マリッジの利用と「 というストーリーとが矛居するのである。しかし結婚情報サービス会社は、お金を受け取り自らが介入して 出会い」を提供した後、会員向土の交離によって「恋愛結婚」は成立す も と考えてい 。
つまり、ここに会員が望んでいる「恋愛結婚」像と、結婚情報サ
l
ビス側が提示する像との殺離がある。そのために「出会いが作られていて自然でない」 商売人にたよるということのみじめさ といった気持ちを抱くに至る。した って、お金を支払って入会し も、逆に入会しなくても、恋愛結婚が出来ないと感じるという、ジレンマに陥ってしまうのである。
4.
他の会員と会員である自分
人に知られることに対する抵抗感
次
八・七%の人が挙げていた《人に知られること・恥ずかし
さへの
というカテゴリについて検討しよう。
の自由問答
を見る限り、結婚情報サービス入会に捺し 「まわりの反応」 気になり、抵抗感を抱いてしまうという人は少なくない。
彼らにとって「恋愛結婚」はお金を支払ったり、他者の介入を受けたりするものではない。そのため、結婚情報サービスの利用を「恥ずかしい」「格好悪い」ことであると受け止め、ざるを得ない。また「家族、友人など 知られたくない」「まわりの知人に知られる ではないか」という不安を揃え いるの 。本調査の対象では結婚清報サービス入会に関して、男性では八
0
・九%、女性では四
-四%が入会前に誰にも相談していない。また、入会後も会員で
あることを男性の五四・四%、女性では
-七%が誰にも話して
、よ、急っ
o
pLVJJ
ム以手
J
人に知られるのではないかという不安の背景には、「体裁が惑い
「人に『自分で抑制手を見つけられな、
と思われる」「吋結婚楕報サ
i
ビスを利用しないと結婚できない人』と思われるのがイヤで抵抗感{〉〉:。ムυ
ふd~
，中
h
てないくん』「もてないさん』と思われる
俗にいう
のがイヤ」といった回答から分かるように、時間のまなざし 対する意識 うかがえる。彼らは 結婚情報サービスの利用が「体裁の
いことである」という、周囲が会員に対して持つと思われる印象
を内面化しており、そのために不安を感じてい である。
2 
他の会員に対する不安
さらにこのような意識は、結婚情報サービスを利用することで
「自分のプライド 傷つける」という自分自身 ついての不安 かき立てるのみではなく、潜在的には自分の配偶者候補と る他の会員たちに対する不安をも引き起こしている。結婚情報サービス入会
に抵抗感を感じた理由として四番目に多かったものが《魅力のなさなど、他の会員に対する不安への言及》で、
一一一一・一%の人が栄げ
ていた。自由記述では「男性の質が懇そう」「入会する人は、
モテない人
魅力がない人という考え方が一般的」「結婚相談所は、吋結婚したい人』より吋結婚できない
の集まるところ」「吋あまり物の集団』
というようなイメージ」「異性とコミュニケーションをとるのがド手な方が多いというイメージ」「何か大きな欠点のある方も、多くいらっしゃるようです・-借金があったり自己中の人だったり不潔すぎたり」
の回答があり、結婚情報サービスおよびその会員に対
するマイナスイメージが如実に表れ いる。
しかし、
へのマイナスイメージが強ければ強い幌、
その他の
「結婚出来ない人の集団に入って く感じがしたい ?」うでもしないと結婚できないのか』という日分の蛙 の さを儀信するような気がした」「サービスを受けな と結婚できないと う自分 情けなさを感じる といったコメントに見られるよう 、より自分のプライドを傷つけ 果につ がる。
つまりここでも、他の会員たち
を「結婚出来ない人」と認識してしまうということと、同じサ
i
ビ
スを利用している自分のプライドを保持するこ との間でジレンマに焔っているのである。
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v.
新しいアレンジ、ド
aマリツジが抱える困難とその将来
1.
「自由な恋愛結婚」という不自由
ここまで、出現度数の多い語句に注目するなどして分類作業を行
ぃ、矧答率例を検討したへ
i
その結果、結婚情報サービスが直面
している最も大きな困難は、会員たちが二つの大きなジレンマを抱えているという点が明らかになった。
現在、
恋愛が必ずしも結婚に
結びつくものではないという窓識 普及しているもの 、結婚するからには恋愛の
したいという意識はより強まっている。恋愛
が重要伝ものと認識されているからこそ、結婚首相惚サービスは戦略として「恋愛」を前出に押し出している。ところが「臼然の出会い」叶普通の恋愛」を求め
に、「恋愛結婚」として認識されて
いヲ
AV
ル」
、け鮮市
Jo
???
の対象は、結婚情報サービスの会員というごく限られた人
たちではあるが、しかし本稿で検討してきたことは結婚椅報サ
i
ど
ス会員だけに関連する問題ではない。
が以上のような二つ
のジレンマを抱え
には、結婚は恋愛に基づくべきで「恋愛結
婚」に去る「普通の出会い」はお金と交換出米るも ではなく、また他者が介入すべきではないといった極めて強い規範が存在るのである。そのために、
それが出来ずに結婚情報サービスを利用
してい
に対して「もてない人」ばかりではないかという不安
が生じ、そういった意識は同時 会員たちの自己イメージも約四つけf
旬、}』
o
?????
求められている恋愛結婚が「自分の力で相手を見つけ
という形
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で促えられていたことから、自由な恋愛結婚が可能になりつつある現在は、同時に「自由な 」をしなければならない状況にもなっていることが伺えた。会員自身が「結婚できない人が最後の手段として入会するようなところ」 述べているように、結婚清報サ!ビスは「救済的意味いを持っていると一甘悶えよう。ただし そのために新しいアレンジド・マリッジは極めてネガティブな促えられ方をしている。森関らが指摘したように「救済的意味」を持っているからこそなくならないのかも知れない(森昭@望月
一九九七)。しか
し、逆に のような意味を持っていることが、結婚情報サービスでの結婚は
とは異なるものであるという会員たちの認識
をより強めている。
つま品、内ノ、
アレンジド・マリッジが抱える担難は、
「救済的意味」を持っていると認識されていることに って かえって救済として 意味が減じられていると う、
アイロニカルな状況
の中で構成され いるのであ
2.
圏難解消の可能性
では、新しいアレンジド@マリッジが抱えるこうした悶難が解消
されることはない だろうか。「恋愛結婚」は、お金 交換出来るものではなく、また他者の介入を受けるも もないと捉え れていた。しかし、結婚することが構造的に難しくなってき ことが指摘されている現在のような状況において(山田
一九九六)、
し司a
れまで個人の
のみに任されてきた「恋愛結婚のきっかけを見つ
けること
の外部化@サービス化が進むことは十分に
えられ
る〈
10
つまり、
お金と交換で他者の
によるアレンジを受け入れ
ることが、今よりもごく普通のこととして受け止められるようになるかも知れない。
何よりも結婚に版印して「いつ」「誰と」するのか、あるいはしないのか、といった拘束的な規範は希薄化しつつある。野々山久也は、
規範が薄れ選好動機が重要に っていく中で「晩婚化も含んで、
A7
後は婚期分散化という現象(結婚ライフスタイルの多様 )
の
般
化」
一九九九)。この「結婚ライ
が進むと指摘している(野々山
フスタイル
の多機化が進めば進むほど、結婚年齢の規範などと同
持に、出会いの場やきっかけ、他者の介入の有無についての規範が薄れていく可能性は決して虫くない。
つまり、今後、「悲愛結婚」の抱えられ万が多械化していき、
zｭに
の過恕で結婚靖報サービスでの結婚に対す 即象が変化していくことは十分に考えられるのである。新 いアレンジド・マリッジは、そうした変化の小で「救済的意味」を持つも として
4認識されなく
むった時にこそ、実際に救済となって く だと考えられる。注(l)
必愛紡婦を希望する未婚者の割合は、一石川
1
・一九歳の男性では一九
八七年の問バ-O%から一九九七年の六一一・六%へ、女性の場合はmq
ハ・六%から六六・八%へと増加している(問点社会保間・人口問
題研究所一九九七)。
(2)
出「吋出口出向門日間口陪門叶目白加問は、
般に見合い結熔あるいは協定結燃と訳され
る
0
吋新社会学問叶典、』の「見合結婚」の羽では、「新しい見合結婚の方
式が出現している。従来の個人的な仲人に代わって、仲人の役割を約一う社会機関と の結婚相談所や結婚情報サービス産業の発展である」(森岡他.一九九一二吋新社会学問叶典い有斐閣)と述べられ いる。
(3)
調夜は、調資協力を依頼した筆者と、結熔情報サービス協議会との合同という形で実脳された。調資項目については合議の上で決定され、調出
H結
m市の分析および報告書の作成は策者が行った。ただし会
員のプライバシー唯一寸の問題もあり、サンプルの抽出・アンケ トの郵滋・間収について 結婚情報サービス協議会の支げはにおいて行われた。
(4)
自由記述を分類する脱出、穴剛山内白色白吋というプログラムを用いた。六回門川主将とは、川川仙川亮が提案している「計量テキスト分析」を行う めに作成されたプログラムである(川柏崎
a一OO四)。詳細は、}見守\\
吉正己色町
88\
百田口宗
gaR
あるいは樋口(二OO四)、心人瀧(ニOO
一三)
を参照されたい。
(5)
比較的割合の小さかっ 浬取としては 「怒い訴しかきいたことがなかったいでっさん臭 を感じていた」といった怠見に代表される《結婚情報サービスそのものへの不満や不信へ 言及》や、結婚情報サービスに預ける情報が様めてプライベートなも であることから、《プライバシー、 漏洩 不安に対する言及》が挙げられて た。具体的には、「個人情報、しかも勤務先や年収、家族権成まで申込時に致問く容 抵抗を感じました」といった問答が見られた。また 本当に結婚出来る相手とめぐりあえる わからないい っ 《結婚出来るかどうかという不安への言及》もあった。
(6)
従来サービスとして眺納入することに抵抗の強か ものでも 次第にサービス化・外部化されていく いう流れは他に 見受けられる。例えば、以前は「身内の介護」と「お会」とを交換することに覚える抵抗感は今よりもはるかに強く、また釘 ンクシヨンを受けた
117 アレンジド・ <， 1) 'y ジの困難一一結婚情報サービス会員調査から一一
人も少なくはなかった。しかし、家紋のみで介護を担うことが構造的に難しくなってきたということが次第に明らかにされ、高齢者介護の家路市内からの外部化が進み、社会的に担われるという状況がある程度一般化してきた。(7)
野々山が提起している「門家紋ライフスタイル」概念は「家族生活に関わる生活諸関係ならびに生活諸資源に対する個人あるいは 成員の自主的な選択行動のパタiン」と定義づけられている(野々山一九九九一七
O)0
「結婚ライフスタイル」はその下佼概念の一つで
ある。
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付記・・制点以の依頼を快く引き受けて下さった結婚情報サービス協議会および各加照会社のスタソフの皆様に、この場を借りて感謝の蕊を表します。特に「株式会社オ
i
エムエムジ
i」の篠塚涼子さんには、大変お世話にな
りました。
おif:ficulties of Arranged Marriage:τhe Images of 
Commercial 悶atrimonial Agencies 珪eld by τheir Clients 
oγAKI Tomoori 
This paper explores the image of Japanese Marriage Information Service, agencies that help 
their cIients to find their partners and in so doing the gener・al image of marriage for the ordinary 
Japanese young people. Thc survey was conducted in coIlaboration with the Association of Marriage 
Information Service. 
τhe majority of the mcmbers participating the survey expressed their reluctance to enroIl in 
such agencies. Analyzing the reasons of their reluctance it tumed out that they have two serious 
dilemmas. 
As some of the other surveys pointed out，巴ven in the developed and democratic societies 
arranged marriage does not disappear, because it provides peoplc with a sort of “ feeling of reIief." 
However, most people get this "feeling of reIief' at thc expense of the stress brought by the 
dilemmas they feel when they decide to use the agencies. The negative images of those matrimonial 
agencies held by the members of the services would be changed, if more and more people use 
the services and the society acknowledges such agencies as one of the possible devices to stop 
the decIining birthrate. 
Key Words: arranged marriage, love match ideology, computer eoding 
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